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第6代旭川医科大学長 入 竹 直
私の学長の任期中の最大の仕事は平成16年 に当大















育大学共同で申請 した 「オール北海道先進医学 ・医
療拠点形成」が採択され、次いで 「地域医療等社会
的ニーズに対応した質の高い医療人養成推進プログ






























コマの講義 と40体 の司法解剖 とDNA多 型の個人識
別への応用の研究にあけ くれる毎 日であった。平成
7年 、卒業生の清水恵子(現 法医学教授)が はじ
めての大学院生 として入学 し、水上 創(現 東京
医大法医学講師)、 斉藤、小川、吉田 と5人 の院生
が卒業 していった。 この間研究の範囲もひろげ、薬























つ くことになった。これ とは別に、大学評価 ・学位
機構より、医学部の教育評価の専門委員 として、平

























蘭 圏■■■ ■■■■■■■■■■嗣脚一 一 一傭一 一・
アイスランドで開催された
新生児スクリー=ン グ学会に出席 して
退任にあた っての趣 旨で 「か ぐらおか」か ら原稿
依頼 を頂 きま した が、す でに旭 川医 科 大学 病院 二
、、一 ス100号 に 「病 院長 を退任 にあた って1と 掲 載
致L友 したので、学 会で訪問 したア イスラン ドにつ
い て報告を します∪
6月611か ら12口 まで ア イスラン ドで開催 された
第5回 ヨー ロッパ新生児ス クリ・一ニ ング学 会に出席
す るため レ イキ ャビ ィー クに向 かい ま した。 ア イス
ラン ドは北緯63度 一66度 に位置 し ・部 は北極 圏にか
か 一,ているため6月 は 白夜で したが、気温 は10C前
後でLた 。ア イスラン ドは9世 紀 か ら10世 紀 にかけ
てバ イキ ングが移住 して国づ くりが始 まりました。
バ イキ ン ゲは8i日 二紀 か ら300年 以Eに わた って 西
ヨー ロ ッパを侵略 した スカンデ ィナ ヴ ィアの武装船
団(海 賊)を さす 言藁であ りますが、航海術は卓抜
で他の民族は対抗で きません で した。ア イスラン ド
に向か う飛行機の中で、r1ン ∴ ングシャツ ー枚の逞
しい、 見るか らにバ イキ ングの末高 とわか る集団に
乗り合わせたが、彼 らは年一1"iのバ イキ ングの集 会
に世 界 各国か ら集 ま って きて い る との こ とであ ・)
た。彼 らはバ イキ ングの子孫であ るこ とを 人変誇 り
に思 っています。 世界初の女性大統 領がア イスラ ン
ドに選 出 され、 また、彼 女が レーガ ンとゴルバチ ョ
フの会談 をレ イキ ャビ ィー グで設定 し以後、 東西冷
戦緩和 に向か ったのは記憶 に新たな ところであ る。
人口は約30万 人で15歳 以 ドが25%を 占め 出生率の高
い、 若 々しい国であ り、言語 はア イスラン ド語で 英
語 やデンマー グ語を小学校 か ら習 うため トリリンガ
ルが 人半である
学 会の特 別講演 で1ア イスラン ド住民の遺伝学的
歴 史1を 拝聴 したが、9世 紀頃 ノルウェ イや スエー
デンか らバ イキ ングが現在の イギIlス のブ リテン諸
島 を経 由 して移住 し定住 した。 父親か らのみ由来す
るY染 色体 、 母親 か ら由 来す る ミ トコン ドリア
DNAの 臨床遺 伝学 的研究 か ら、男桝 の バ イキ ン グ
前病院長 石 川 睦 男
が イギ リスか ら女性 を略 奪して現 在のア イスラン ド
人の起 源になったようであ る。 ア イスラ ン ド人の遺
伝情報 の蓄積 は世 界に共通 した代表的疾患の分r遺
伝学的 分析 の発 見競争 の中心 的役割 を果 た してい
る。 このようなバ ・ソクグラ ン ドもあるこ とか ら、ア
イスr7ン ドで ヨー ロッパ新 生児 スグリ・一ニ ング学 会
が開催 されたの も納得で きます。 さて、新生児 スク
リーニ ン グはフ こ1・ニルケ トン尿 症(PKU)の 甲期
発 見、早期治療 が確 、ンニし1961年 のGuthrie法 の開 発
によ り全世界に急速 に普及 しま した。 ヨーロ ッパの
42力 国 においては76%の 新生 児が ・つ以Lの 疾患の
ス グリーニ ングを受 けてい ます。38力 国で グレチ ン
症、37力 国 でPKU、12力 国 で先 天性副腎過 形成症
な どであ り国に より異なってい ます。我 が国 におい
てはL記 の3疾 患 に加 え、 メーソル シロ ップ尿症、
ホモシ スチン尿症、ガ ラク トー ス血症の疾患 につい
て、新 生児マ ススグ リーニ ングが行われてい ます,,
現 在、帯広の周産期中心の 申:門病院で臨床医 として
多 くの妊婦、産婦、新生児に接 している 日常におい
て新生 児マ ススグ リーニン グはハ イリス クスクリー
ニンゲを含め重要な課題 であ ります。 らなみに、今
同の学会 に参加 した 口本人は私 だけであ りました。
さて、学会以外の話題 としてア イスラン ドは 多く
の 火山があ り間殿 泉があるため、 この地熱に よる鼎:
富な温泉 を利用 して住宅 の暖を安価に得てい ます。
また、 シャワーの湯景 はこれ まで利用 した世 界の ど
のホテ ルよりも豊 かな もので した。 ワ∫、物価は高
く、 この地 の名物料理 タラや クジラを食べる ときに
注 文したシ ャブ リの 自ワ イン ・本が1万 円 したのは
ビッ クリしました,,し か し、ブ ルー一ラ グー ン という
コバル ト色の 巨大 な露天風呂に家 内 と一緒 に入 りま
したが、ヨー ロ ヅパや 米国か ら水着ではあ りますが、















































































幽 ■■■■ ■ ■■一 ■■■廓騨顧■一一一 脚・伽 一.
「元気が 出る教室」 をめ ざ して
内科学講座 循環 ・呼吸 ・神経病態内科分野
教 授
この度、循環 ・呼吸 ・神経病態 内科学講座 を担 当
させていただ くことにな りま した。 本学2期 生 とし
て、創世記か らお世話 になった母校 に恩返 しをす る
機会に恵 まれ ました ことを、心 か ら嬉 しく思 います。
初代小野寺壮書先生 、先代菊池健次郎先生の もとに
培われた良い伝統 は受 け継 ぎつつ、教室員一同 と と
もに知 恵 と力を結集 して、新たな時代にマ ッチ した
理想の教室 を作 りたい と思 います。適応 までの猶予
期間は許 していただけず、就任直後か ら内外を間わ
ず様 々な難問 をいただ き奔走 してい ますが、皆様 の
期待の大 きさを実感 しつつ決意を新たにする 日々で
す、,
私達の内科は循環 器、呼 吸器、神経 、腎の生 命に
直結す る広範 な分野 を担 当 してい ます。 これ らの 専
門分野を 「酸 化 ス トレス」 をひ とつのキー ワー ドと
して縦横に連結 し、総 合力の ある臨床医 ・研究 者を
育成す ることが 目標 です。新臨床研修制度の導 入以
来、地 ノ∫の医科大学 は まさに逆風 に直面 してい ます。
しか し、 この ような時 こそ、思い 切った発想の転換
と工夫 を実践 す る好機 であ り、我 々の真の力が試さ
れる時 です。当面の教室運営の合言 葉は 「元気が出
る教室」そ して1人 が集 まる教室1で す。様 々な観
点か ら教室員が 元気 を出せ る工夫 を講 じます。 それ
が人の集 まる教室 に繋 が り、 ひいては大学 の発展 に
資 す るもの と確 信 します。意 欲溢 れ る人材 を集め
「人と知識 と技術を いきい きと動かす」 ことの で き
る理想の教室を実現 させたい と思 い ます。
一一昨年始めたi私 の一 カ月計画」 という企画があ
ります。ひ とつの知識 や技術 に 目的 を絞 り、国内外 ・
甚礎 ・臨床 を問 わず、 ・カ月の 自由期間 に得た最先
端 の情報や体験 を、教室 に還 元す る企画です。 見れ
ば納得 で きる情報 や手技の確認 、人的交流の拡 人、
長期留学の下準備な ど様 々な利 用価仙 のある企画で
す。仕事 を補 い合える大学 な らではの企 画であ り、
個 々のモチベー シ ョソを維持 し、元気 を出す工 たの
ひ とつです。
私の専門は循環 器病学 ですが、研究 は小野 寺先生
長谷部 直 幸
の ご専門の肺 循環 か ら始め ました。 その後 は、高血
圧か ら心肥 大、心筋梗塞そ して心 不全に至 る動脈硬
化性 心血管疾患の制圧 を主な課題に仕事 を して まい
りました。 生体の適応 と破綻 の機序 を踏 まえ、循環
器病 の成因 か ら治療へ系統的な診療体 系の確 ウ:を目
差 しなが ら、温浴や森林浴な どの癒 しの循環器治療
に も探索研究 を広げてい ます。心ln[管のll∫生治療 は
将来 に渡 る研究課題であ り、基礎研究 を推進 しつつ、
昨 年倫琿委 負会の承認を得て、 ヒ ト心筋梗塞を対象
にG-CSF投 ケに よる心血 管再生 と リモ デ リング抑
制 を図 る臨床試験 を開始 しました。
教育では、教室 最 多の40数 コマの系統講 義に加 え、
新人生への 「医学生 らしい生活習慣 のすすめ1や 臨
床実 習 前の 「カル テの書 き方 」 の講義 と演 習な ど
「隙間領域」 も沢山担 当 してお りますが、常 にr分
か る講義 」を心 がけて きました。 昨年度 、学生の授
業評価 で第 位 の評価 を得て素直に感激 しま した。
診療 で も 「企身 を診 させていただ き全 人的 に対応す
る1基 本姿 勢の も と 「患 者さんが満 足 す る診療l
l患 者 さんに届 く説明」を心 がけてお り、 この姿勢
は今後 も教室 員に徹底 して参 ります。患 者 さんへの
説 明 とは 裏腹に、 白分 白身の運動不足 には益 々拍車
がかかって います。10年 来 「エレベー タ… を使 わな
い」信念で、9階 病棟 へ も歩 き続けてお りますが、
これが唯 ・の運 動 とい う寂 しい状況は改めたい と思
い ます。
増加の一途 を辿 る救急 ・時間外診療 で、循環 器、
呼吸器 、神経 、腎の患 者さんは当科が担 当 してお り
ます。 生 命に直結 する分野を少ない スクッフで、 し
か も24時 間対応11∫能な体制を維持 す るのは容 易では
あ りませ ん。使 命感 に燃 えた教室 員の努力が報われ
る よ うな環境 改善 を 大学 ・病 院 にお願 い しつ つ、
1人 と知識 と技術をい きい きと動 かすIll夫 を講 じ
たい と思 います。 今後 とも私達 、循環 ・呼吸 ・神経




教 授 就 任 の ご 挨 拶
・F成19年6月25口 付 けで、 般 教育の 英語教授 を
拝 命いた しました。学科 目としての 英語に教授 が置
かれるのは初めての ことであ り、その責任の重 さを
ひ しひ しと感 じてい ます。 多岐 に渡 る職責 を果たせ
るように努 力す る所 存です。 本稿では、 これ までの
研究経歴 と、 本学 における英語教育、最近関心 を寄
せている研究テ…マをご紹 介 し、就任のご挨拶 とさ
せていただ きます。
私は、昭和61年 に東北 大学 文学部 に入学 し、英語
教員を 目指 して、英語学 を専攻 しま した。そ こで、
人間が持 つ言語能 力の科学的解 明を 目指す、生成 文
法(GenerativeGrammar)に 出会い、 その魅 力に
引 き寄せ られ、研究の道 に入 りま した。'F成2年 に
東北大学大学院文学研 究科 に進学 し、 カ リフ ォルニ
ア 大学 への留学を含めた6年 間の 人学院生活では、
・貫 して生成文法におけ る格理論の研究を行い まし
た。 菖語 ご とに異な るルールがあるように 見える名
詞の格 は、驚 くこ とに、抽 象的 なレベルでは同 ・の
メカニズムで説明す ることがで きます。私たちは母
語 と外国語の文法的な違 いに悩 まされ ますが、 文法
の根底 を探 ってい くと、原理的 な差異はな いことが
分か ってい ます。 日本語 と英語 は表面的言語構 造が
対極的に見えるためで し ょうか、文法 をあ ま りに難
し く教 えているように感 じます。文法研究の成果 を
英語教育 に どの ように活 かす かは、現在で も重要な
研究テーマです。
旭川医科大学 には、平成8年4月 に講師 として採
用され ときからお世話 になってい ます。当時は、医
学系、看護系の英語の教科書 が数少 な く、最新の内
容を掲載 した ものはほ とん どあ りませんで した。学
生のモチベー シ ョンを 上げるため に、使用す る教材
はすべて手作 りで した。折 良 く イン ター ネ ットが発
達 した時期 と重な り、海 外か ら最新の情報 を教材の
中に盛 り込む こ とがで きました。その 内容は、毎年
実施 している学生へのア ンケー ト調査の結果、 日本
7
英語教授 内 藤 永
医学英語教育学会 を通 じて得 られ る知 見を基 に、改
訂 を重 ねて います。手作 りだけに舌労 は 多か った も
のの 、その蓄積がその後の ネ ット1ノー ク教材の開発
につな が りました。iPhoneが 米国 で発売 され注 目
を浴 びていますが、学生が肌身離 さず携 そ」す る携帯
電話 の活用 を新た な試み として考 えてい ます。
この ように学習 者のニー ズに則 し、生 きた教材を
使 いなが ら、社会活動 につなが る授業を展開す る英
語教 育は、ESP(EnglishforSpecificPurposes)と
呼ば れています。最近では、本学の授 業実践 を起点
にESPの 研究 を進めてい ます。平成 且7年と'i∴成18年
には、ESPに 関心 を寄せ る他 大学 の 英語 教員 と協同
し、北海道 の事業所 を対象 とした英語使用実態調査
をそ」いま した。調査の結果、北海道 の全事業所の1
割 において、海外 との取引のために 英語を 口常的に
使用 しているこ とが判明 しました。 社 員5名 の小 さ
な企 業において も英語が頻繁に飛び交 ってい ます。
グローバ ル化の波 は、身近な ところに辿 っている こ
とを実感 しま した。
社 会は変 わ り、情報はボー ダー レスに飛び交 い、
技術 は 日ま ぐる しく進展 して いきます。最 新の知識
もあっ という間 に陳腐化す る時代です。 この ような
時代 に対応 するため に、 コ ミュニ ケー シ ョンの手段
として英語 を習得 するこ とは、活動の1幅を広 げ る上
で も非常 に重 要です。学生の皆 さんには、英 語の ス
キルを伝 える ・方で、後 々に残 る何かを伝 えたい と
常 日頃考 えています。私は生成文法を研究 するLで 、
その思考法 を学び ました。一・つの思考法 を修得 した
ことはその後の活動 において軸 とな りま した。昨年
か ら開講 された英語原典購読 とい う科 目で読んだ、
1800年 代執筆の 占典が予想外に学生に好評で した。
ここら辺 がヒソ トになるかもしれ ません。 これまで
と同様 に、学生 と共に学び つつ、学内外の 多くの 方
と協 同 しつつ、本学の発展 に寄 ケした い と考 えてい
ます。 どうぞ よろ し くお願 いいた します。
一一_■ ■
平成19年3月23日(金)に 本学を卒業 した学生の進路状況は次のとお りです。
なお、個人情報保護法関連法律等の関係で氏名は掲載してお りません。
(学生支援課)




道 内 0 0 0
道 内外 その他 0 0 0
小 計 0 0 0
就 職
道 内
旭川医科大学病院 5 3 8
北海道大学病院 3 0 3
旭川厚生病院 3 1 4
市立旭川病院 3 2 5
その他 28 11 39
計 42 17 59
道 外
大学関係病院 5 2 7
上記以外の病院等 15 9 24
計 20 11 31
小 計 62 28 90
未 定 ・ そ の 他 4 1 5
合 計 66 29 95
上記以外の病院名

























道 内 北海道教育大学函館校 0 1 1
道内外そ の他 0 1 1
小 計 0 2 2
就 職
道 内
旭川医科大学病院 2 9 11
北海道大学病院 0 7 7
KKR札 幌医療センター 0 9 9
帯広厚生病院 1 2 3
その他 2 20 22
計 5 47 52
道 外
大学関係病院 1 11 12
上記以外の病院等 0 5 5
計 1 16 17
小 計 6 63 69
未 定 ・ そ の 他 0 0 0
合 計 6 65 71
上 記以 外 の 病 院 名









目程 で、 本学 の大学 祭である医大祭2007が 開催 され
ま した。 今同は 「新 種発見!!旭 医 ジャングル～ この
週末は動物 園に負けない!!～ 」 と題 して医科 大学 と
い う未知の世界を周辺の住 民の皆さんに知っていた
だ こうとい う主旨によ り開催 されま した。 ・般 公開
口である上曜H、 日曜 日ともに、 比較的天候 に も恵
まれ て(昨 年 は土曜 日が昼 過 ぎまで大雨… ・。)大
勢の来場者 が朝 早くか らフ リーマーケ ッ トや模 擬店
に来 られ て大変盛況 で した。特 にゲ ームコーナーで
は、小さなお客様 が射的や輪投げ に挑み大きな歓声
を1=げ ていま した。
恒例 の学生ロ ビーコ ンサー トでは、室内合奏団の
演奏に沢lllの聴衆が集 まり心癒される ・時を過 ご し
てい ました。 また、 医科 大学 とい う特性 を生か した
「医学健康ひろば」 には老若男女沢山の方々が救 命
講習、健康チ ェックコーナー、 妊婦 ・老人体験 コー
ナー にてテーマに沿った医大祭を体験 されていたよ
うです。(逆 転めがね体験 とか脳 年齢 とい うの もあ
りましたね。)午 後 か らは、元 オ リンピ ック ロ本代
表である荻原次晴氏 によ ります 「次 に晴 れれば それ
でいい」 と題 した トーク ショーが看護学 科棟 大講 義
室 にて 開催 され、某 競○○キー部 の面々 と大いに盛
りLが っていま した。 夜は恒例 の花火が打ち1=げ ら
れ 医大祭 の夜 を華や かに彩 っていま した。 翌 口の最
終 日は、2部 構成 の公 開講座 が開催 され 内科学講座
循環 ・呼 吸 ・神経病態学分野 の小笠 寿之 先生によ り
ます 「睡眠時無呼 吸症候群～朝 の目覚めは爽快です
か?～ 」 と題 した 医大祭な らで はの講演 と旭川地方
裁判所 の裁判官 によ ります 「これか ら始 まる裁判 員
制度 について」 と題 した特別講演が開催 され ました.
前 日に続 いて学生 ロ ビー にて、医 大祭 にお いては初
披露 とな ります 合唱部 のコンサー トが、その後引き
続 きブ ラスア ンサ ンブル のコンサー トが開催 され沢
山の聴衆が 訪れ、そ の演奏 に聴 き入って いました。
また、体育館 にて恒例 の 「お笑 いライブ20071が 開
催 され沢山の来場者で盛 り上が っていたと思います?
なお、最終 口も模擬店やゲーム コーナー には沢lllの
来場 者が来 られた のは言うまで もあ りません。 各学
生団体や実行委 員会並び にスタッフが、いろんな イ
ベ ン トに一 生懸 命に努 力 して いた姿はすば らしい と
感 じま した。 ただ、 開催 された3日 間 を通 して、本
当に 「新種 発見!!」 だ った のか は良 く分か らなかっ
たのが残念 で した。来場 者には 見えな い前夜祭 とか
夜 の時 間帯 に新種 が出没 して いたのか もしれ ません。
そんな中にも、な んとな く嬉 しいことがあ りました。
土曜 口に ・人で来場 して くれた小学校5・6年 生 ぐ
らいの女の子 がいて開口 ・番 「国境な き医師団のパ
ネル展示 の場所 はど こですか?」 と尋ね られた時に
「あ あこれ が医大祭なんだ」 って思 いました。 また、
車椅子 で来場 され た方が2階 まで移動するの をf伝
っている他 の来場者 の姿 を見か けた ときには心が温
まる思 いで した。来年 も、今年以上に地域に開放 さ
れた 大学 の姿 を見せ ることがで きる医人祭を 目指 し






















吉田逸 朗先生、 そ して運営 スタッフとして頑張 って
くれた弓道 部員諸 君3年 間本当にお疲れ様で した。
なお、 今年の大会は、 男fは 帯広 畜産 大学が、 女f
は北海道教育 大学札 幌校 が優勝 しましたが、 男女 と
もに準優勝、第 三位 が同点 によ り、それぞ れ4大 学
が決中を行 うな どの大接 戦 とな りました。第 一こ位 ま











酪 農 学 園 大 学
32(7)中








帯 広 畜 産 大 学
18(6)中
北 海 道 大 学
18(3)中
()内 は同点による決中的中数 ()内 は同点による決中的中数
11
幽■■■■■■ ■■■■■■騨 闇 ■■■一 ■旧一 一 ・… ■
麗麗 脳 灘羅 無i灘識繰濃無「
「71月5H(日)の 午 後2時 か ら大 雪 ク リ ス タル ホ ー ル に お いて 、 本 学 の 室
1雛 孟鷺器 灘 灘 拶 鷲懇毒旨タ翻 ㌔ 栂 イ麟 簸rI
人瀟 繍 鞍 朧 轍 幽,翻 ミ雑 き1燈駿:耀 ・拠題 如 謝 蔭
こそ と思 っ て 見 に 行 き ま した 。 無 料 な の で す。
室 内 合 奏 団 は 、 フ ォー マ ル な コ ス チ ュ ー一ム で す が 、 医 大 祭 で の 彼 らの演 奏
態 度 を 見て い る と、 か し こま らず に気 楽 に ゆ った りと聴 い て くだ さ い とい う
灘撫灘藻灘1灘 欝轟 陰
木 管 ・金管 楽 器 の 多彩 な 音 色 にパ ー カ ッ シ ョ ンの 絶 妙 な リ ズム が か らむ と、
わ くわ くす る よ うな 、 ど き どき す る よ う な感 覚 にな ります 。 ブ ラ ス ア ンサ ン
ブ ル の 演 奏 に は"華"を 感 じる よ うに な っ て き ま した。 い 戦 甲
そ の2つ が い っ し ょ に な っ た な ら 学 牛 達 は 合 同演 奏 会 と言 って い ます
織 懲鱗蒲強ナ墨藤 繍慈翻説顯 ∴詞驚
欝 蓉讐灘勝 紮辮 鎌難壽屋天鼎 鰭ぎ 帥
一 ル の お 礼 を何 と 言 った も の か と考 えて い ま した 。 ク ラ ッ シ ッ ク の 巾 で は 小
熱伽




生 が 最 も好 む 曲 な の で す 。 曲 が 始 ま る と、 感 激 で 動 け な くな り ま した 。 そ の 昔、 この コ ンサ ー トで初 め に演 奏 さ れ た 曲
で した。 今度 は撮 影 を気 に せ ず に 鑑 賞 に 専 念。"あ な た は これ 以L何 をお 望 み で す か?"
何 も望 み ま せ ん 、 大 満 足 、 最 高 で す。 映 画 評 論 家 水 野 晴 郎 さ ん の 言葉 を真 似 るな ら、
い い も んで す ネ 、 で は 又い っ し ょに 楽 しみ ま し ょ う。 』 とい う と ころ で あ ります 。 」
『いや あ、 音 楽 っ て"本 っ 当 に"
71」21日(Dl8時30分 よ り合 唱 部 のサ マ ー コ ンサ ー
トが 、7月22日(IDl9時00時 よ りギ ター 部 の サ マ ー コ































































7月28口(土)14時OO分 よ り大学病院 玄関 ロビー
にて本学音楽系学 生団体 であるギ ター部、合唱部、
室内 合奏団、ブ ラスア ンサ ンブ ルによ ります恒例の
「音楽の夕べ」 が開催 され ま した。例年は夏休み終
盤である8月 後半に開催 されて いましたが、練習期
問や参加 人数 の都 合もあ り、 この 日の開催 とな りま
した。 当 口は朝か らの宿雨 によ り来場 される ノ∫々 が
少な いのでは と心配 され ま したが、写 真のとお り沢
山の方が来場 され 大盛況 とな りました,各 部の演 奏
時間が30分 という短い コンサー トではあ りま したが、
口頃の練習の成果を大いに発揮 し入院されている方々
を始め、近隣か ら来場 された方 々よ り沢山の拍手が
贈 られて演奏する メンバー も熱演 を繰広 げて 大い に




ク ラ ブ 紹 介
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i準 硬式野球部
9
1準 硬式野球部 主将 佐 。横 弘
1現 在、鞭 燗 球部はプ レーヤー16人 、マネー
iジ ャー10人 で活動 して い ます。 ここ数年 間にお い
　
2て 、新 人部 員の 減少のため年 々部 員数 が減 って き
1て い るとい う厳 しい状態 に置かれています。
i加繋疑 磁 挙繍 鰻 量茎響 讐
iむ 全員の団結 力が必要な 団体競 技で もあ り、 また・文寸 ・び)個人i見方を変 えれば
、投手対打 者 とい う
i競 技 で もあ る と言 える と思い ます。 そのため、野
の
聖球 だけに限 らない とは思 い ます が、勝 つため には
!チ ームの連携 を向上 させ つつ、個 々人の能 力 も向
9ヒ していかなけ ればな らない スポー ツです。 また、
1野 球 と ・言 に南 て も打 撃 ・守備 ・走 塁 とい う大
iき く分 けて3つ の 要素 か ら成 ってお り、 それぞれ
iに 魅 力がある スポー ツであ る と思い ます。
i今 年の チームに おいては1メ リハ リ1と い うも
iの を 大切 に して きま した。 つ まり、練 習 な どや る
　
1と きは しっか りや り、楽 しむ ときは思い っ き り楽
1し む といった ような ことです。状 況 に応 じて適 切
i鼎 甥 簾 微濠講 ン祭甥9
iい ては非常 に 人事であ る考えたか らで あ り、 しっ
iか り1メ リハ リ1を つけ る ことがで きる ように な
擬 蔽臨 鵬 漿蟄 髪製 象癸窃i
なので はな く、L手 くなろ うと努力 してい く過程i
が大 切である と考 えてい ます。 そ して、「野球即 人i
道」 とい う言葉があ る ように、野球 とい うスポー:
ツを通 じて人間的 に成長 し、将来医 師や看護師 と:
して働 く上 で大切 なこ とを学 んで いけた ら と思 っg
てい ます。 聖
最後 にな りました が、 占田 部長 をは じめ 多 くの1
0B・OGの 皆様 には 日頃 か ら温 かい御 指導 や 多大i
なる御 支援 を頂 き、 この場を借 りま して、深 く感i
謝 申 しEげ ます。 今後 も皆様の温 かい御声援 を受i
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i山 岳 部
§
1山 岳部 音脹 加藤 剛
i
縫 存響綴熊 騰 鵬宴蔓論清
1ま す。 だいたい5月 くらいか ら10月 の終わ りころ
1に な ります。北海道の 燃 を とて も味 わ うこ とが
iで きる部活であ る と思 います。5月 の始めは雪が
:溶 け始め、その間から小さな花が顔をだしはじめ
1る のでその ような 景色の 巾、山を歩 くこ とがで き
1ま す。7月 朗9月 は天気に恵 ま才・、青空であれ
iば 、青 々とした山 を歩 くことがで きます。10月 ご
:ろ は葉が色づ き始め るの で、落 ら着いた美 しさの
1中 の山 を歩 くこ とがで きます。 高い山 か ら低 い山
1ま でそれぞれ個人が登 りたい【聴 木脚 の部会の
iと きに話 し合い週 末に登 りにい きます。あ ま り高
:い 山は登 らな い方やlllではな く沼め ぐりな どの み
2参 加 され るかた もいます。 今年 は 多 くの 部員に恵
1ま れ、毎週様 磁 山への企画がでています.学 祭
i時 には、山 岳部の 毎年の恒 例行事 として、山行に
1い って きま した。 今年 はニセ コの 羊蹄Illに 登 り、
1山 小屋 に泊 まって きました。 た ど りつ くまでは大
1変 で したが、 とて も良い天気で頂 目・は雪 が残 ・
iて いて眺め は とて も美 しか ったです。下 山の朝 は
ピ2緊旨搬 脇聯 鼻織 蒙嘉穿i
頭 の中で考 える ぐちゃぐち ゃした気持 ちをす っ きi
りさせ る機会 を持 つこ とがで きます。 山への感 じ:
ノ∫はそれぞれ なの でこの感想 はすべてのかたにあ!
1縫実鋼 甜鱗:妻聯 蒲察撚 綴




うな ところへ連 れて行って もらえ ます。 今年 も自i







































医 療 研 究 会
医療研究会 部長 佐藤裕 基
医療研究会は、1医 療に対して関心 を持ち、理解を
2深 め る」事 を目的 とLて 、昭和5{〕年に設 立され まし
1た 。その名前からか、「堅い」 イメー ジを持たれるこ
1と もしばしばですが渓 際の雰囲気は大変和やかで
…す。現在は医 大祭におけ る救 命講習 と医学展を巾心
iと し、学外では医療 に関連する講習会やボランテ で
　




i救 命率の飛躍的な向上に貢献 してお り、最近 では メ
iデ ィアで も頻繁に取 り トげられています。1『いざと
　
!い う時』に 大切な人を守るために も、心肺蘇1L法 、
lAEDの 使用法に ついて広 く知 らせ る事 が甲二要であ
1る 。」 私達はその ような想いで救 命瀦 を行・てい
iま す・ また、医学展では、医科大学 とい うリソー ス
iに 恵 まれた環境 を生かし、毎年 多くの身近 なテーマ
　
1を パ ネ ル 展 示 と し て 発 表 し て い ま す 。 本 年 度 は[身
1近 な 医 薬 品 のll:し い 使 い 方 」、 「献 血 に つ い て 」、[避
§ 妊 と性 病 に 関 して 」、1食 べ 物 の ア レ ル ギ ー に つ い て1、
llメ タボ リ ・ グ シ ン ド ・払1こ つ い て1と い う5つ
iの テーマで発表 を行い ました。 いずれの活動 も年 を
追 うごとに進化 し、 ・般公開の際 にも好評 を博 して 璽
います。 聖
・描 の醐 に伴い、耕 で・・活動も紺 ます積1
極的にお こな っています。平成18年 度 には、 日本臨i
床麻酔学 会が旭川市で開催 されたのに合わせ、旭川i
　
市街で救 命講習を行 いました。 また医学展での献血 璽
に関する発表が きっかけ とな り、本年度か らは献 血9
縄 キ・ンペーンに木学膨 万 ・ア部と共に纐1
しています。i
本年度は新人生に も恵 まれ、部 員同士の協 力体制i
　
も 層 強固な もの とな りました。医療研究会の顧問!
であ り、 またOBで もある宮 本和俊先生の長年にわた1
るご薫陶 と、(珊 ・OGの 皆 さんの多大なご協力に感1
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ボランティア部 岡澤 友 希
みなさんはボランテ ィア とい う言 葉か らどの よう
gな イメ・一ジが浮かびますか?「 ためにな りそう1「 面
2白 そう1と 思 う方もいれば 「面倒 くさそ う」「偽善っ
1ぽ い ほ ど撫 な イメー ジを持つ方が いるか と思い
iま す。 それで良い と思い ます。ただ、少 し心 に留め





1現 在ボランテ ィア 部は約15名 で活動 しています。
1(写 真儲 糟 に,ヒ秒 な・・轍 ですが …)圃
i内 容は、月に2,3回 外来 に来る申椅r利 用患者 さ
iん のお手伝いや、その患者 さん と ドラ イソに行 った
:り 、毎週1躍 口には障害 を もつf供 達 とのぶれあい
2を した り、月に一度音楽運動療 法 という療法のお手
1伝 いをしたりと様 噸 励 をして・・ます諒 た今年
iの 夏には滝川で行われる 「そらぶちキ ヅズキ ャンプ1
iと いう内臓疾患を持つ子供達 と一緒に過 ごすキ ャン
iプ に も参加 しています。 どの活動 も強制 ではな く、
　
1各 ボランテ ィアに関する情報を メー リング リス トで
1流 して、興味のあるものに参加 して もらう とい う活
1動 形熊 をと・ています。
iボ ランテ ィアに参加 して良かったなと思えるのは、
患者さんやf供 達の笑顔 を見ることがで きた瞬間で §
す。 多少'若い ことがあ一,ても、その笑顔を 見るだけ9
で癒 されて しまいます.ま た将来、医療 御 肛 な1
る自分た らに とって、こうい ったボ ランテ ィア をすi
ることは、患 者さんの立場か らみる医療 というものi
　
を実感 できて非常に勉強 にな ります。実際臨床現場 璽
に 入る前に患 者さん と触 れあ うということはなかな2
かで きるものではあ りません・ ・うい ・沈 体験は必1
ず将来にも役 、レ1つのではないか と思います。i
今は まだ活動 している部員も少な く、 どのボラ ンi
　
テ ィアに対 しても十分な参加がで きている とい う状g
況 とは言い難 いですが、 これか らも地道 に少 しずつ1
活動 を充実 させてい きた い と思ってい ます。1人 で 聖









































































箇`一 ノ 幽 孟闘 一 ■





































































































考 える領域を超えたはるかに 「社会的な存在」 とし
て、周囲から期待 と批判 という両極的な鋭い視線に

































求されます。一人の患者に対 して 「治療」 という大
きなものごとを作るために人勢の医療従事者が協力
することを必要 とされます。「新しい治療法」を確
立するために、大勢の研究者、患者、臨床医が協力
することを必要 とされます。食い違 う意見をぶつけ
合う、そして折衷案を出して、それでもうまくいか
ず、また新 しい意見が出て くる。まさに今回の医大
祭でした。そんなことを考えると、医大祭は どんな
教科書よりも切実に私たちを教育していたのかなと
感じてしまいます。
そろそろ来期の医大祭実行委員への引継ぎを考え
る時期がやってきました。来年はどのような医大祭
が待っているのか、今からとても楽しみで仕方があ
りません。
最後になりましたが、このような委員長に対して
最後までついてきていただいたチーフ、委員、ヘル
パーの皆様、無理なお願いを聞いていただいた教員、
職員の皆様、そして来場された皆様、おかげさまで
無事医大祭を終了することができました。ありが と
うごさいました。
16一
